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私
は
京
都
府
の
北
部
山
間
地
の
綾
部
市
で
生
ま
れ
、
父
は
土

建
業
を
営
み
、
四
男
二
女
の
兄
弟
の
四
男
と
し
て
育
っ
た
。
学

業
を
終
わ
る
と
、
当
時
の
若
者
が
共
に
進
ん
だ
、
君
国
の
た
め

海
軍
志
願
兵
と
し
て
、
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
五
月
一

日
、
舞
鶴
海
兵
団
に
入
隊
し
た
。

海
兵
と
し
て
厳
し
い
訓
練
を
積
み
、
か
つ
潜
水
艦
機
関
兵
と

し
て
の
訓
練
を
受
け
、
エ
ン
ジ
ン
兵
と
し
て
昭
和
十
九
年
九

月
、
潜
水
艦
呂
号
五
〇
の
乗
組
員
と
し
て
編
入
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

潜
水
艦
は
浮
上
航
行
中
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で
航
行

し
、
潜
航
中
は
バ
ッ
テ
リ
ー
で
運
航
を
続
け
る
機
関
と
し
て
設

計
、
作
製
さ
れ
て
い
た
。
同
艦
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
浜
口
軍

医
の
日
記
を
参
考
に
申
し
述
べ
ま
す
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
九
日
、
い
よ
い
よ
壮
途
に
就
く
こ
と

と
な
り
、
本
艦
も
初
め
て
の
出
撃
、
私
も
ま
た
初
陣
で
あ
る
。

長
官
を
は
じ
め
各
艦
隊
参
謀
が
来
艦
さ
れ
激
励
と
訓
示
を
受
け

る
。
や
が
て
「
出
航
用
意
！
」
の
ラ
ッ
パ
が
響
く
。
墨
痕
鮮
や

か
な
『
南
無
八
幡
大
菩
薩
』
の
幟
を
付
け
た
潜
望
鏡
が
ス
ル
ス

ル
と
伸
び
て
秋
風
に
翻
る
。
祖
国
の
安
泰
と
我
が
帝
国
海
軍
に

栄
え
あ
れ
と
祈
る
鶴
岡
八
幡
宮
の
お
守
り
を
秘
め
た
白
鉢
巻
き

を
締
め
た
乗
員
全
員
が
各
配
置
に
就
く
。「
両
舷
前
進
、
微

速
！
」
徐
々
に
僚
艦
か
ら
離
れ
て
行
く
。

ど
こ
か
ら
か
『
轟
沈
』
の
力
強
い
合
唱
が
流
れ
聞
こ
え
て
く

る
。
女
子
挺
身
隊
の
可
憐
な
白
鉢
巻
き
が
目
に
し
み
る
。

「
帽
子
振
れ
！
」
見
送
る
者
、
見
送
ら
れ
る
者
、
互
い
に
振

る
帽
子
。「
取
り
舵
い
っ
ぱ
い
」
か
ら
艦
首
を
港
外
に
向
け
た

本
艦
は
徐
々
に
速
度
を
増
し
て
い
っ
た
。

夕
刻
、
豊
後
水
道
を
通
過
す
る
頃
か
ら
海
上
は
荒
れ
模
様
と

な
り
、
比
島
沖
ま
で
敵
に
発
見
さ
れ
な
い
限
り
水
上
浮
揚
航
行

を
続
け
る
予
定
。
祖
国
に
栄
え
あ
れ
。

呉
や
大
竹
で
潜
水
艦
や
飛
行
機
が
な
く
、
回
天
特
攻
隊
員
に

回
さ
れ
た
予
科
練
出
身
の
紅
顔
の
美
少
年
の
面
影
は
忘
れ
ら
れ



な
い
思
い
出
と
な
る
。

同
年
十
一
月
二
十
日
十
時
三
十
分
、
突
然
け
た
た
ま
し
い
緊

急
ベ
ル
が
鳴
り
響
く
。
早
く
も
本
艦
は
急
速
潜
航
を
始
め

デ
ィ
ー
ゼ
ル
か
ら
快
い
電
気
モ
ー
タ
ー
の
う
な
り
に
変
わ
り
、

深
度
三
〇
メ
ー
ト
ル
～
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
海
底
の
静
寂
に
変

わ
っ
た
。
司
令
塔
よ
り
「
敵
潜
潜
望
鏡
発
見
！
」
と
艦
長
の
殺

気
立
っ
た
声
が
伝
わ
る
。
豊
後
水
道
を
越
え
れ
ば
既
に
敵
潜
の

警
戒
網
に
引
っ
掛
か
る
の
だ
、
油
断
で
き
な
い
。
そ
の
後
、
感

度
も
な
く
警
戒
が
解
除
さ
れ
た
。

水
上
航
行
か
ら
海
面
下
に
全
没
す
る
ま
で
二
十
七
秒
の
記
録

を
持
つ
猛
訓
練
の
成
果
が
今
日
の
実
績
と
し
て
実
っ
た
結
果
で

あ
ろ
う
。
再
び
浮
上
航
行
に
移
っ
て
二
時
間
ほ
ど
経
っ
た
時
、

彼
我
不
明
の
水
上
偵
察
機
を
発
見
、
再
び
急
速
潜
航
に
移
る
。

慌
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
の
出
撃
し
た
十
一
月
十
九
日
頃
は
、
十
七
日
に
米
軍

が
レ
イ
テ
島
に
上
陸
し
、
海
軍
の
主
力
艦
隊
が
レ
イ
テ
沖
海
戦

に
大
敗
を
受
け
、
帝
国
海
軍
の
水
上
部
隊
は
、
こ
の
海
域
に
は

一
隻
も
姿
を
見
な
い
時
期
で
あ
っ
て
、
我
々
潜
水
艦
部
隊
の
み

で
、
海
底
か
ら
米
艦
隊
の
比
島
上
陸
を
切
断
し
よ
う
と
戦
っ
て

い
る
時
期
で
あ
っ
た
。

十
一
月
二
十
五
日
十
一
時
二
十
分
、「
総
員
配
置
に
就
け
！
」

潜
望
鏡
は
遂
に
敵
機
動
部
隊
を
見
付
け
た
の
で
あ
る
。
天
佑
か

神
助
か
、
一
転
す
れ
ば
地
獄
の
海
か
。
こ
こ
比
島
ラ
モ
ン
湾
の

沖
で
、
わ
が
呂
号
五
〇
潜
水
艦
は
敵
機
動
部
隊
と
正
面
衝
突
し

た
の
で
あ
っ
た
。
高
鳴
る
鼓
動
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
。「
爆
雷
戦
防
御
！
」「
魚
雷
戦
用
意
！
」
号
令
は
次
々
飛
ぶ
。

一
瞬
の
静
寂
、
誰
一
人
配
置
か
ら
身
動
き
も
し
な
い
。「
撃

て
ー
！
」

。
時
に
十
二
時
十
一
分
。
初
め
て
開
く
快
調
な
九
五

式
酸
素
魚
雷
は
、
四
本
続
け
様
に
突
進
し
た
。
一
瞬
静
ま
り

返
っ
て
秒
時
計
を
み
る
。
不
気
味
な
衝
撃
音
三
回
、
爆
発
音
一

回
、
そ
の
後
轟
然
た
る
誘
爆
音
が
海
底
に
響
く
。
戦
果
確
認
の

た
め
瞬
間
露
頂
、
敵
の
制
圧
爆
雷
が
今
に
や
っ
て
来
る
と
思
う

と
無
言
の
ま
ま
顔
を
見
合
わ
す
。
腋
の
下
に
冷
や
汗
が
に
じ
み

出
る
。
敵
の
駆
逐
艦
の
爆
雷
攻
撃
が
迫
り
来
る
と
思
う
と
圧
迫

感
に
息
が
詰
ま
り
そ
う
に
な
る
。「
ド
ド
ー
ン
」
と
百
雷
一
時

に
落
ち
る
ご
と
き
爆
雷
音
に
艦
は
ビ
リ
ビ
リ
ッ
と
震
動
す
る



が
、
電
球
が
割
れ
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
至
近
弾
で
な
い
と
判

断
し
た
が
、
敵
艦
が
次
か
ら
次
と
頭
上
を
通
過
し
、
ど
う
や
ら

本
艦
の
位
置
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ら
し
い
。

天
祐
神
助
か
爆
雷
攻
撃
は
夕
方
ま
で
続
け
ら
れ
た
が
至
近
弾

は
一
発
も
落
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
翌
日
浮
上
し
て
ラ
ジ
オ
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
「
我
が
潜
水
艦
は
二
十
五
日
、
ル
ソ
ン
島

東
方
海
面
に
お
い
て
敵
機
動
部
隊
を
襲
撃
し
、
中
型
航
空
母
艦

な
ら
び
に
駆
逐
艦
各
一
隻
撃
沈
せ
り
」
と
。
嬉
し
さ
に
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
し
か
し
私
が
乗
艦
し
て
い
る
潜
水
艦
と
は

故
郷
の
父
母
は
知
る
や
知
ら
ず
や
。

十
二
月
八
日
、
三
度
目
の
開
戦
記
念
日
、
破
竹
の
勢
い
で
太

平
洋
を
席
■
し
た
無
敵
帝
国
海
軍
も
十
月
二
十
五
日
、
レ
イ
テ

作
戦
を
最
後
と
し
て
こ
こ
比
島
沖
に
す
で
に
な
く
、
我
々
潜
水

艦
の
み
。
戦
艦
「
武
蔵
」「
扶
桑
」「
金
剛
」
は
撃
沈
さ
れ
、

「
長
門
」
は
損
傷
し
呉
へ
引
き
揚
げ
、「
大
和
」
は
内
海
に
残

存
、
空
母
も
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
ず
、
頼
り
は
飛
行
機
と
潜
水

艦
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
出
撃
以
来
二
十
一
日
、
燃
料
も

残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
不
精
ひ
げ
が
顔
中
ひ
げ
だ
ら
け
に

な
っ
て
き
た
。

内
地
が
近
付
い
て
来
た
。
事
故
は
気
の
ゆ
る
み
か
ら
起
こ
り

が
ち
だ
。
一
人
の
不
注
意
は
総
員
を
道
連
れ
に
潜
水
艦
一
隻
を

海
底
か
ら
浮
上
で
き
な
く
す
る
の
だ
。
我
々
潜
水
艦
乗
り
は
全

員
戦
死
か
、
全
員
の
生
還
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。
一
部
の
者
の
み

助
か
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
。

豊
後
水
道
を
通
過
、
甲
板
に
出
る
。
一
ヵ
月
目
に
出
る
外
気

の
す
が
す
が
し
さ
よ
、
祖
国
の
懐
か
し
さ
よ
。

帰
国
後
、
家
族
と
対
面
も
終
わ
る
間
も
な
く
、
一
月
二
十
三

日
、
十
本
の
魚
雷
を
は
じ
め
装
備
を
積
載
し
直
し
た
艦
は
、
難

局
打
開
の
戦
雲
と
困
難
に
向
か
っ
て
敢
然
と
再
出
撃
に
向
か
う

こ
と
と
な
っ
た
。
悲
壮
な
涙
の
再
出
撃
の
出
港
で
あ
っ
た
。
初

陣
の
時
の
華
や
か
な
出
撃
に
比
べ
て
、
二
回
目
の
今
回
の
出
撃

は
秘
密
裡
の
こ
っ
そ
り
出
撃
で
あ
る
。
豊
後
水
道
を
出
れ
ば
既

に
敵
潜
が
待
機
し
て
い
る
と
い
う
情
報
は
入
手
し
て
い
る
。
新

任
務
は
台
湾
沖
で
決
定
通
知
さ
れ
た
。

１
　
前
回
の
出
撃
同
様
、
比
島
東
方
海
面
に
お
け
る
敵
補
給

路
の
遮
断
。



２
　
レ
イ
テ
島
に
近
づ
き
敵
艦
船
の
背
後
攻
撃
。

３
　
比
島
よ
り
台
湾
へ
の
残
存
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
輸
送
。

こ
れ
ら
は
難
局
を
暗
示
す
る
下
命
で
あ
る
。

今
晩
の
夜
食
は
カ
ボ
チ
ャ
の
天
ぷ
ら
に
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ

を
塗
り
つ
け
た
傑
作
品
だ
、
美
味
し
い
。

一
月
二
十
九
日
、
い
よ
い
よ
今
日
か
ら
長
時
間
の
潜
航
に
入

る
。
我
々
の
作
戦
行
動
は
、
夜
間
は
浮
上
航
行
し
、
充
電
し
な

が
ら
敵
艦
船
を
求
め
、
昼
間
は
潜
航
し
た
ま
ま
潜
望
鏡
を
時
々

上
げ
て
は
敵
艦
船
を
待
ち
受
け
る
の
で
あ
る
。
見
張
員
以
外
は

太
陽
ど
こ
ろ
か
月
も
星
も
新
鮮
な
大
気
に
す
ら
接
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
我
々
は
明
け
て
も
暮
れ
て
も
、
舷
測
に
砕
け
る
波

濤
の
音
の
み
。
今
日
は
最
初
の
長
時
間
の
潜
航
の
た
め
か
十
時

間
目
で
炭
酸
ガ
ス
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
頭
痛
が
す
る
。
既
に
制
空

権
も
制
海
権
も
敵
の
手
中
に
あ
る
海
面
に
突
入
し
て
い
る
航
行

で
あ
る
。

牛
缶
、
レ
ン
コ
ン
、
タ
ケ
ノ
コ
、
魚
の
缶
詰
を
苦
労
し
て
ラ

イ
ス
カ
レ
ー
な
ど
に
加
工
し
て
も
所
■
缶
詰
は
缶
詰
、
兵
た
ち

は
サ
イ
ダ
ー
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
果
物
の
缶
詰
ば
か
り
を
欲
し

が
っ
て
、
缶
詰
は
欲
し
が
ら
な
い
。

比
島
に
上
陸
し
た
連
合
軍
は
マ
ニ
ラ
に
侵
攻
、
激
戦
中
と
の

無
線
が
入
る
。
祖
国
の
前
途
全
く
暗
澹
た
る
も
の
あ
り
。
我
ら

回
天
の
業
の
成
否
に
関
せ
ず
、
海
の
藻
■
と
消
え
る
ま
で
戦
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

「
前
進
微
速
」
を
続
け
て
間
も
な
く
突
然
大
輸
送
船
団
と
思

わ
れ
る
ス
ク
リ
ュ
ー
音
が
聴
音
室
か
ら
報
告
あ
り
、
護
衛
の
駆

逐
艦
七
～
八
隻
、
二
万
ト
ン
級
輸
送
船
十
数
隻
と
の
こ
と
。
深

度
三
〇
、
前
進
微
速
ま
た
は
強
速
で
追
う
が
、
と
う
と
う
襲
撃

距
離
に
追
い
着
く
こ
と
が
で
き
ず
残
念
だ
っ
た
。

二
月
十
一
日
、
皇
紀
二
〇
〇
五
年
の
紀
元
節
の
佳
節
の
日
、

レ
イ
テ
東
方
洋
上
に
て
八
時
、
艦
長
の
号
令
で
佳
節
の
遙
拝
式

を
終
わ
っ
た
直
後
、
八
時
四
十
分
、
輸
送
船
団
ら
し
き
タ
ー
ビ

ン
音
、
総
員
配
置
に
就
く
。「
爆
雷
戦
防
御
」
下
令
、「
戦
闘
魚

雷
戦
」
の
号
令
、「
第
四
射
法
」「
発
射
用
意
」「
撃
て
！
」
と

矢
継
ぎ
早
に
号
令
が
下
る
。
四
本
の
魚
雷
は
ス
ル
ス
ル
と
艦
を

離
れ
目
標
に
向
か
う
。

何
秒
経
過
し
た
の
か
、
ド
シ
ン
、
ダ
ン
ダ
ン
と
海
底
を
ゆ
る



が
す
動
揺
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
万
歳
！
や
っ
た
！
」
大
声

が
出
る
。「
今
の
は
一
万
ト
ン
級
輸
送
船
に
命
中
」
と
、
艦
長

の
声
が
伝
声
管
か
ら
伝
わ
る
。

「
海
上
は
ス
コ
ー
ル
、
露
頂
し
た
ら
目
前
に
大
型
輸
送
船
の

横
腹
が
見
え
た
。
距
離
八
〇
〇
で
発
射
、
轟
沈
。
駆
逐
艦
が
お

る
か
ら
注
意
し
ろ
」
と
艦
長
の
注
意
。
冷
却
機
等
音
源
を
一
切

停
止
、
艦
内
通
路
は
毛
布
を
敷
い
て
防
音
、
日
没
を
待
つ
。
潜

航
十
三
時
間
、
空
気
濁
り
呼
吸
困
難
。

「
潜
航
や
め
っ
！
　
浮
上
用
意
」

、
さ
あ
浮
上
だ
と
生
気
満

つ
一
瞬
。
あ
に
図
ら
ん
や
、
海
上
で
は
敵
駆
逐
艦
が
ス
ク

リ
ュ
ー
を
止
め
て
我
々
の
浮
上
を
待
ち
構
え
て
い
た
の
だ
。
敵

艦
の
探
照
燈
で
い
き
な
り
照
射
を
浴
び
て
し
ま
っ
た
。「
急
速

潜
航
」

、
深
度
二
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
も
潜
っ
た
と
こ
ろ
、
艦
も

割
れ
ん
ば
か
り
の
も
の
す
ご
い
衝
撃
音
を
受
け
た
。
爆
雷
攻
撃

の
第
一
弾
だ
。
耐
震
装
置
の
付
い
た
電
灯
の
カ
バ
ー
も
木
っ
端

み
じ
ん
に
破
れ
、
艦
内
は
一
瞬
真
っ
暗
闇
と
な
る
。
電
灯
が
消

え
て
し
ま
う
と
不
安
と
恐
怖
が
急
速
に
覆
い
被
さ
っ
て
き
て
声

も
出
な
い
。

「
電
源
切
り
換
え
」「
電
灯
取
り
換
え
」
と
機
関
長
の
矢
継

ぎ
早
の
号
令
の
も
と
我
々
機
関
兵
は
懸
命
に
復
旧
作
業
を
続
け

る
。
艦
内
の
照
明
を
回
復
し
、
艦
の
異
常
の
有
無
の
点
検
が
行

わ
れ
る
。
そ
の
間
、
敵
艦
は
数
回
爆
雷
攻
撃
を
反
復
す
る
。
そ

の
都
度
、
艦
に
大
き
く
爆
音
の
衝
撃
が
来
る
。
深
度
九
〇
メ
ー

ト
ル
の
海
底
で
衝
撃
を
避
け
潜
航
を
続
け
る
。
聴
音
室
の
内
橋

伍
長
か
ら
「
敵
は
一
隻
、
あ
と
し
ば
ら
く
の
辛
抱
で
す
」
と
報

告
。
敵
の
爆
雷
も
残
り
少
な
い
と
判
断
し
て
の
報
告
に
一
同
元

気
を
取
り
戻
す
。

そ
の
間
、
医
務
室
の
消
毒
用
ホ
ル
マ
リ
ン
容
器
が
爆
雷
攻
撃

で
破
損
し
て
艦
内
ガ
ス
発
生
、
全
員
防
毒
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
を
併
発
し
た
り
し
て
、
艦
内
の
衝
撃
は
甚
大

で
あ
っ
た
。

潜
航
十
三
時
間
後
、
〇
時
三
〇
分
「
潜
航
や
め
、
た
だ
今
よ

り
浮
上
す
る
。
メ
イ
ン
タ
ン
ク
ブ
ロ
ー
！
」

、
さ
あ
浮
き
上
が

れ
、
浮
上
し
て
く
れ
と
、
一
心
込
め
て
神
仏
に
念
じ
た
。
モ
ー

タ
ー
の
う
な
り
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
切
り
替
わ
り
、
ブ
ル
ン
、

ブ
ル
ン
と
水
上
航
走
に
移
っ
た
瞬
間
の
喜
び
は
筆
舌
に
尽
く
し

難
い
。
生
死
の
壕
を
脱
し
て
北
へ
北
へ
と
戦
場
を
離
脱
し
た
。



そ
の
後
、
も
う
一
度
、
沖
縄
に
敵
機
動
部
隊
来
襲
時
の
出
撃

が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
呉
港
出
港
後
は
浮
上
航
海
は
ほ
と
ん
ど

な
く
潜
航
を
続
け
、
敵
機
動
部
隊
ま
で
近
迫
し
た
が
、
沖
縄
近

海
の
敵
機
動
部
隊
の
艦
船
の
お
び
た
だ
し
さ
に
驚
い
た
。
攻
撃

地
点
ま
で
近
道
し
待
機
を
含
め
て
四
〇
時
間
も
潜
航
を
続
け
た

が
、
遂
に
機
会
を
逸
し
て
戦
場
を
離
脱
し
た
。
し
か
し
潜
航
四

〇
時
間
、
七
十
五
人
の
隊
員
の
呼
吸
困
難
も
極
限
に
達
し
、
生

き
地
獄
の
状
態
で
脱
出
し
た
。
最
も
苦
し
い
思
い
出
と
な
っ

た
。昭
和
二
十
年
五
月
、
潜
水
学
校
高
等
科
に
進
学
の
た
め
大
竹

海
兵
団
に
移
る
こ
と
と
な
り
退
艦
し
た
。

今
次
大
戦
中
、
潜
水
艦
は
「
イ
号
」「
ロ
号
」
合
わ
せ
て
二

三
五
隻
の
う
ち
二
二
七
隻
が
海
没
、
八
隻
の
み
が
残
っ
た
。

「
ロ
号
五
〇
」
は
そ
の
八
隻
の
中
の
一
隻
と
し
て
残
留
し
た
の

で
あ
る
。
奇
跡
的
な
存
在
と
い
う
べ
き
潜
水
艦
で
あ
っ
た
。

大
竹
海
兵
団
の
潜
水
学
校
在
隊
中
の
昭
和
二
十
年
八
月
六

日
、
広
島
駅
構
内
の
列
車
内
で
原
爆
の
被
爆
を
受
け
た
。
幸
い

車
中
で
あ
っ
た
の
で
一
命
は
取
り
止
め
た
も
の
の
原
爆
症
認
定

書
付
き
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

復
員
後
、
郷
里
の
綾
部
市
に
帰
り
、
建
材
商
を
営
ん
で
生
計

を
立
て
、
現
在
は
息
子
に
事
業
を
譲
っ
て
、
妻
と
共
に
余
生
を

送
っ
て
い
る
。




